
栃木県感染症予防ラウンド事業について

栃木県では、平成12年から感染症予防・まん延防止や食中毒予防、栄養管理を目的に、給食施
設を有する社会福祉施設等に対し「栃木県感染症予防機動班」として、各広域健康福祉センター
が定期的な立入調査を実施してきました。

令和７年度から、給食施設の有無に関わらず、集団生活を行っている施設に対して、平時から訪
問し、施設における感染対策に特化して助言・提案を行うことで、当該施設における感染症対応力
の向上を図る「栃木県感染症予防ラウンド事業」を実施することとしました。

令和８年度
栃木県感染症・疾病対策課

令和２年に新型コロナウイルス感染症が発生し、社会福祉施設等においてクラスターが多数発生し
た経験から、平時からの感染対策の重要性が改めて認識されました。

栃木県感染症予防ラウンド事業について

１．目的
集団生活を行っている施設に対して、平時から巡回訪問し、感染対策に関する助言を行うことで、当該施設
における感染症対応力を向上させ、県内の感染症の発生及びまん延の防止を図ります。

２．対象施設
高齢者施設、障害者施設、保育所、幼稚園及び小中学校等の集団生活を行っている施設

３．事業内容
〇広域健康福祉センターの感染症担当職員が施設を訪問し、施設をチェックリストに基づき巡回し、施設内
の感染対策に関する助言・提案をします。

広域健康福祉センターから本事業に関する連絡があった際には、御協力をお願いいたします。


